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要

旨

伊
藤
東
渡
に
は
中
国
の
文
献
か
ら
の
語
を
集
め
六
帖
に
分
か
っ
た
二
つ
の
語
葉
集
『
応
氏
六
帖』

と
司
名
物
六
帖』

と
が
あ
る 。

ど
ち
ら
も
東
涯
の
語
蒐
集

の
意
図
を
契
機
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
り 、

個
々
の
項
目
を
比
較
す
る
と
両
者
に
共
通
す
る
も
の
も
多
い 。

し
か
し
術
者
は
構
成
の
上
か
ら
も
収
録
さ
れ
て
い
る
語

の
上
か
ら
も
全
く
異
な
る
道
を
歩
ん
だ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い 。

本
稿
で
は
『
名
物
六
帖』

の
中
で
も
唯一

東
涯
の
生
前
に
刊
行
さ
れ
た
器
財
築
と
吋
応
氏
六
帖』

器
用

築
と
の
比
較
を
中
心
と
し
て
こ
の
両
者
の
独
自
性
に
つ
い
て
考
察
し
た 。

収
録
さ
れ
て
い
る
語
数
か
ら
み
れ
ば
『
応
氏
六
帖』

は
『
名
物
六
帖』

の
ほ
ぼ
十
分
の
一
に
す

ぎ
な
い
が 、

す
べ
て
が
『
名
物
六
帖』

に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
う
わ
け
で
は
な
い 。

両
者
は
早
い
持
郊
に
(
或
は
最
初
か
ら)

別
れ 、

刷加
の
意
図
に
よ
る
増
補
を
加
え
ら
れ

た 。

ま
た
『
名
物
六
帖』

内
部
を
み
て
い
く
と、

下
佼
分
類
を
設
け 、

話一一
山山
を
註
に一
示
す
な
ど 、

刊
行
を
前
提
と
し
た
整
理
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る 。

し
か

し
伺
時
に
不
統
一

も
み
ら
れ 、
吋
名
物
六
帖』

が
百一一一
十
年
間
に
数
次
に
わ
た
っ
て
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
成
立
の
事
情
を
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ

た 。

lま

め

じ

『
応
氏六
帖』
は
江戸
時代の
漢
学者
伊藤
東涯(一
六
七
O
一
七一一一
六)

の
手に
なる、
中
国
文
献に
出
典を
もとめ
た
語粂
集で
ある。
束、濯に
はほ

か
に
も
同
様の 、
さ
らに
大きな
語葉集「名
物六
帖』
が
ある。
前
稿で
は 、

『
芯氏六
帖』
の
伝
本十種を
調
査し 、一一一つ
の
傍
訓を
選んで
『
名
物六
帖』

の
そ
れ
と
比
較
検
討して 、
『
応
氏六
帖』・『
名
物中ハ
帖』
そ
れ
ぞ
れの
資
料

I 
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性の一
端を
明らか
に
しよ
うとここ
ろみた 。
その
結
果 、
万台物六
帖』
が

出
版を
前
提と
し
て
傍
訓に
も
見直し
を
加
えてい
るの
に
対し 、
『
応
氏六

帖』
は
その
よ
うな

規
範性を
考
躍に
入
れる
必
要が
なかっ
たため 、
傍
訓

に
きわ
め
て
口
語
的な
もの
を
含ん
で
い
る
可
能
性が
あるこ
と
を
指
摘し

た 。
本
稿で
は
さ
らに
考
察を
すすめ 、
こ
の
両
者の
共
通性と
独
自性と
を

明らか
に
し
たい
と
考える。*

本
学
講
師
(
今
野

尚
子)

国
語
学
・
日
本
語
教
育



ー
『
応
氏
六
帖
』

諸
本
と
『
名
物
六
帖
』

の
成
立

前
稿におい
て
『
応
氏六
帖』
と
吋
名
物六
帖』
との
関
係につ
い
て 、
前

者に
項目を
増
補してい
けば
後者に
なる
とい
う
単
純な
図
式で
は
と
ら
え

ら
れ
ない
と
述べ
た 。
こ
こ
で
は
ま
ず
その
こ
と
につ
い
て
さ
らに
考えた

、しV『
応
氏六
帖』
諸
本の
うち 、

筆
者がこ
れ
まで
に
調
査し
えた
もの
はつ

ぎの
十
本で
ある。
以
下 、
『
応
氏六
帖』
とい
えばこ
の
十本の
総
体を
さ

し 、
必
要に
応
じて
そ
れ
ぞ
れの
伝
本に一一一一口
及
するこ
と
と
する。
なお 、

『
応
氏六
帖』
の
例と
して
特にこ
と
わ
り
な
く
引
用する
場
合は
清
水
本を

使
用する。

イ
清水
木(
国立
歯
会
図書
館
本)

ロ
静嘉堂
文
庫本

ハ
神宮
文
庫本

ニ
早稲田
大
学
図書
館
本

ホ
山田
忠
雄氏
蔵
本

へ
無窮
会
本

ト
刈谷
市立
図書
館
本

チ
長
津規
矩也
氏
蔵
本(
唐
話辞
書
類
集底
本)

リ
黒川
本(
東
京
大
学
本)

ヌ
多和
文
庫本

収
録
語
数は
静
嘉堂
本が
約二一
OOで
最
少 、
一
方 、
長
津
本・
黒川
本

がか
な
りの

項目を
増
補し
た
増
補本で 、
約六
0
0
0
語を
有する。
残る

七
本はい
ずれ
もこ
五
O
O
前
後の
項
目を
有
する。
『
応
氏六
帖』
諸
本に

おい
てこ
の
項目
数の
そ
れ
ぞれの
近さは 、
内容の
近さ
を
も
反映してい

る。
十本の
中で
は
静
嘉堂
本が
最
少の
項目
数なが
ら
独
自の
演目を
も
も

っ
て
お
り 、

早い
時
期に
他
本とは
別れた
別の
系
統と
考え
ら
れる。
他の

九
本は
基
本
的に
は
閉じ
増
補の
方
向を
示し 、
その
増
補の
段
階に
よっ
て

四つ
の
グル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る。
清
水
本は二
冊
仕
立て
で
あり 、
上
冊

(
前
半三
帖)
に
は
増
補の
手が
加
え
ら
れて
い
る
が 、
下
冊(
後半三
帖)

は 、
十
本中で
最も
原
態に
近い
と
考え
られる。
何らかの
事情で
増
補が

後半に
は
及ば
なかっ
たの
で
あろ
う 。
清水
本の
上
関に
近い
の
が
刈谷
本

で
ある。
た
だし
刈谷
本は
下
冊に
相
当
する
後半二一
帖
分が
ない 。
つ
ぎに

神宮本・
早大
本・
多
和本が一
グル
ープ

を
な
す 。
早大本は
排列に
独
自

の
改変を
加えてい
るが 、
神
宮
本と
多
和本とは
項目の
順
序・
上
下の
関

係まで
ほ
ぼ一
致して
お
り 、
こ
の
両
者の
関
係は
非
常に
近い
とい
うこ
と

がで
きる。
さ
らに
項目を
少し
加えた
状
態で 、
山田
本・
無
窮
会本が一

グル
ープ

を
な
す 。
その
延長
線上に
あるの
が
先
述の
増
補本
系の
長
津本

・
黒川
本で
ある。
以
上
十本の
中で
は
清水
本が
宝
永一二
年(一
七
O六)

の
識
語を
もち 、
書
写
年次の
明らか
な
伝
本の
中で
は
最も
早い
時期の
も

の
で
ある。
無
窮会本が
そ
れにつ
ぎ 、
正
徳二
年(一
七一
二)
の
識
語を

もっ 。
多
和
本に
は
「庚
寅之季
春」
と
あるが 、
具体的にいつ
のこ
と
を

さ
すか
は
不
明で
ある。
元
禄以
昨で
考える
な
ら 、
「庚
寅」
は
宝
永七
年

(一
七一
O)
か
ら六
O
年ご
とに
め
ぐっ
て
くる。
多
和
本に
近い
神
宮
本

に
は
「文
化四
年丁
卯
冬日」
(一
八
O七)
と
あるが 、
い
ま
両
者の
先
後

関
係を
明らか
にで
きない
の
で
保留して
お
く。

一
方の『
名
物六
帖』は 、
東濃の
生
前か
ら
増
補の
努力がつ
づ
けられ 、

約百三
十
年間に
四
度に
わたっ
て
その一
部が
刊
行さ
れた 。

『
応氏六
帖』
と
『
名
物六
帖』
とは
同じ
「六
粘い
を
冠して
はい
るが 、

内部の
構成はか
な
り

異なっ
てい
る。
両
者の
構成を
対
照させ
なが
ら 、

Z 



『名
物六
帖』
の
刊
行
時期を
示
す 。
司名
物六
帖』
各
議の
上に
付した
数字

は
刊
行顕
序を
示し、
それ
ぞれつ
ぎの
年時に
対応
する 。

①享保十ニ
年(一
七二
七)

②宝
暦五
年(一
七五五)

③安永六
年(一
七
七
七)

④安政六
年(一
八五
九)

*
写本の
み

応
氏六
帖

天
文築

地
理
議

官室
築

人
品
箪

釈
属
護

神
鬼
婆

人
事護

身体
議

病
病
筆

第
中占

『応氏六帖』 と 『名 物六111占』

第一一
帖

第一一一
帖

第四
帖

第五
帖

第六
帖

飛
禽箪

走獣
築

虫
魚
譲

樹
木議

草花
筆

金石
筆

器
用
筆

名
物六
帖

④天
文筆

④時運
筆

④地理
議

②人
品
議

食服
議

顔色
築

東涯は一克
文
元
年(一
七一ニムハ)
に
没
してい
るの
で 、
『
名
物六
帖』
刊

本の
うち 、
東海の
生
前に
刊
行されたの
は
第一一一
帖器
財
議の
みで
ある 。

そこ
で
本
稿で
は
以下の
『
応
氏六
帖』
との
比
較に
際して、
器
財
議を
中

心に
『名
物六
帖』
をとり
あげるこ
とと
する 。
つ
まり
刊
行まで
に
東涯

が
自を
通してい
る
可能性が
あるの
はこ
の
器
財
築の
み
なので
あり、
す

で
に
「板本は、
器
財
筆を
除く
各
議に
於い
て、
形音による
書名の
誤
甚

し」
い
とい
う 、
引用書闘につ
い
ての
指摘もある ド
『名
物六
帖』
完成の

努力は
古
義鷺を
あげて
吉一ニ
十年に
わたっ
てつ
づ
け
られ 、
東涯没
後は

門弟
奥田三
角 、
さ
らに
東涯の
子東所に
うけつ
が
れた 。
それ
ぞれに
特

徴の
ある
吋
応氏六
帖』
諸本をひ
とつ
の
資料と
して
扱うこ
とと
間
様 、

司
名
物六
帖』
全
体をま
と
ま
り
を
もっ
た
資料と
して
扱
うこ
と
は
もち
ろ

ん
可能で
ある 。
しか
し、
長い
年月に
わたっ
て
多くの
人が
手を
加えて

きた
とい
う

成立の
事
情を
考
える
と 、
『
名
物六
帖』
の
内
部につ
い
て
も

充
分な
検討が
必
要で
あると
もい
える 。
しか
しここ
で
は、
よ
り

具体
的

に
問題を
設定する
意味も
含めて、
ひ
とま
ずは
器
財
議を
中心に 、
必
要

に
応じて
他の
筆に
も言
及してい
くこ
とと
する 。

3 

*
植
物
築

④宮室
築

①器
財
議

④飲
鎮護

--X--服
章筆

③人
事
議

E
『
応
氏
六
帖
』

器
用
護
と
吋
名
物
六
帖
』

器
財
護

*
身体
議

司
名
物中ハ
帖』
器
財
議に
内
容
的に
もっ
と
もよ
く
対応
するの
は
『
応
氏

六
帖』
の
中で
は
器
用
筆で
ある 。
ま
ずは
項百
数を
比
較して
みる 。

『
応氏六
帖』
器
用
筆(以下吋
応氏』
器
用
筆と
称する)
は、
『
応氏』

の
六
帖十八
筆中で
も
最大の
項目
数を
有する 。
最も
少ない
清水本で
七

四一 、
最も多い
長
津本で一
O一一一
O項で
ある 。
十
本に
共通する
項目は

*
動物
議



七
O丑で 、
諸本の
独
自の
増
補項目
を
含め 、
『
応
氏』
器
用
築の
見
出し

語の
総
体は一一
六
四
項で
ある 。

一
方の
司名
物六
帖』
器
財
築(以下『名
物』
器
財
議と
称する)
は
五

一
四
O
項を
有する 。
『
応
氏六
帖』
は
増
補本
系の
長
津本・
黒川
本を
別

に
すれば 、
残る八
本はムハ
帖全
体で一一
0001二
六
OOほ
どの
項目を

収
載するので 、
項自数だ
け
を
比
較すると
『名
物』
器
財
築だ
けで
吋
応

氏六
帖』
全
体の
約二
倍の
項目を
有するとい
うこ
とに
なる 。

それで
は
『
応氏』
器
用
築の一一
六
四
項目が
『名
物』
器
用
第五一
四

0
項目に
すべ
て
吸
収さ
れてい
る
か
とい
うと
そ
うで
は
ない 。
見
出し

語 、
傍
訓 、
註文の一一一つ
の
要
素が
すべ
て
同じで
ある
もの
はこ
の
うち五

ニ
項で
ある 。
三つ
の
要
素の
うちのい
ずれかに
異なり
が
ある
が 、
掲
出

項gと
して
は一
致するとみ
られる
もの
が六八
四
項自で
ある 。
合
計七

三
六
項目は
『
応氏』
器
用
議と
『名
物』
器
財
議と
が
何らかの
形で一
致

する
とい
うこ
と
に
なる 。
しか
し、
『
応
氏b
器
用
筆の
残りの
四二
八
項

は
『名
物』
器
財
議には
ない 。
すで
に
前稿で
も
述べ
たよ
うに 、
そして

構成
を
対
照させ
て
明らか
に
なっ
た
よ
うに 、
『
応
氏六
帖』
が
発展して

その
ま
ま
『名
物六
帖』
に
なっ
たので
は
ないこ
とが 、
こ
の
項目
数の
比

較か
ら
も
知られる 。
こ
の
両
者は、
共通の
基盤を
もちなが
ら 、
それ
ぞ

れが
独自に
増
補の
道をた
どっ
たと
考えられるので
ある 。

こ
こ
で
も
うひ
とつ
考
癒に
入
れ
な
ければ
な
ら
ないこ
と
が
ある 。
吋
応

氏六
帖』
と
吋
名
物六
帖』
とで
は六
帖の
議の
構成が
異なるこ
とは
すで

に
述べ
たとおりで
ある
が 、
それとは
別に 、
一
つ
の
語の
所開局する
議が

『
応
民』
と
『名
物』
とで
異なる
語が
存するので
ある 。
『名
物』
器
財
議

に
収
載さ
れてい
る
語か
ら
例を
掲げる 。

『
応氏六
帖』
で
は
人
事
議に
収載さ
れる
もの

タ
ウ
チ

ケ
ン
サ
ャ
、

シ
レ

浪
放
剣
挺
(『
応氏』
で
は
「サ
ヤパ
シ
ル」)

カ
ゼ
ぷ
ヲ
フ
テ
フ

子
ヲ
ウ
シ
ナ
フ

園
田州
失
舵
(吋
応氏』
で
は
「カセ
アシ
ブシ
テフ
子ノ
リソコ
ナ

ノ
リ
シ
ゾ
メ
ル

ウ
ハ
エ
ヲ
ハ

子
ル

カ
ゴ
ヲ
タ
テ
ル

チ
ヤ
ウ
ヒ
ヤ
ク
セ
一一

フ」)

型
沈

剥
浅

坐
輿
足
昭
銭(『
応氏』
では
「チ

デ
ウ
ヲ
オ
ロ
ス

ス
ゴ
ロ
グ

ク
ワ
ン
イ
ス
ゴ
ロ
ク

ヤウヒ
ヤグセン」)
下
鍵
撮
製
彩
選
格

『
応氏六
帖』
で
は
宮室
築に
収載さ
れる
もの

都ャ
駅
(『
応氏』
で
は
「ゴ
ザブ
子ノ
ザシ
キ」
または
「ゴ
ザブ
子

フ
ス
マ
シ
ヤ
ウ
ジ

ヒ

ヤ

ウ

ク

ギ

ノサ
ジ
キ」)
後
補

浮
了
(『
応氏』
で
は
「ベ
ウ」)

で
は
神
鬼
婆に
収
載さ
れる
もの

シ
ヤ
ウ
ゾ
ク
ニ
ン
ギ
ヤ
ウ

で
は
つコ
エ
イ」)
文

像
(吋
応
氏』
は
傍
訓・

ム
シ
ヤ
ニ
ン
ギ
ヤ
ウ

武
像
(『
応
氏』
は
傍
訓・
註と
もに
な
し)

『
応氏六
帖』
世鋭
角応
氏』

註と
もに
な
し)

ヒ

ナ

人勝
『
応氏六
帖』
で
は
食服
築に
収載さ
れる
もの

包
紋

なお、
右の
『
応氏』
神鬼
議は
『名
物六
帖』
には
うけつ
が
れてい
な

い 。
器
財
議の
ほか
『名
物六
帖』
で
は
人
事
議鶴橋
一脚鬼門に一
致する
項

自を
見
出すこ
と
がで
きる 。
また『
応氏』
金石
議も間
様に『名
物六
帖』

には
うけつ
が
れ
ず 、
『
応
氏』
金石
築の
項目は
司
名
物』
で
は
器
財
築
筆

硯
紙墨
門・
金石
珍宝
門・
貨財
銭
紗門・
五
金
製造門の
ほか
地
理
議下の

畑火塵
挨門などに
収載さ
れてい
る 。

こ
の
よ
う
な
所
麗
築の
異なりは、
『
応
氏』
神
鬼
築・
金活
議が
『名
物

六
帖』
には
ない
とい
う 、
両
者の
構成の
呉なりによ
る
もの
も
ある
が 、

人
事
議・
宮
室
議などの
錦は
両
者の
判
断の
異なり
と
み
るべ
きで
あ
ろ

う 。
い
ず
れに
せ
よこ
の
よ
う
な
所
属
議の
異なり
が
ある
た
め 、
先
述の

司応氏』
器
用
議と
『名
物』
器
財
議との
共通
項白
数七三
六は、
『
応氏六

帖』
全
体に
比
較対
象
をひ
ろげた
場
合に
は
も
う
少し
ふ
えるこ
と
に
な

4 



る
『応、氏六帖』 と 『名 物六i防』

さて
右の
例をみ
る
と 、
所
属
議の
問題は
人事
議と
器
財
譲とにかか
わ

る
もの
が
多い
こ
とに
気づ
く。
こ
こ
で
は
『
応
氏六
帖』
か
らの
比
較によ

っ
て
例を
掲げたが 、
た
と
えば
「国風
失
松」
・

「
恕沈」
の
収
載さ
れて

い
る
『
名
物』
器
財
譲二
の
舟楕梓
筏
門をみる
と 、
人事
譲にかか
わ
るよ

うな
項目は
他に
もみ
られる。
見
出し
語と
傍訓の
み
を
掲げる。

サ
ミ
ニ
ス
ワ
ル

フ

子
ヲ
モ
ヤ
ハ
ス

フ

子
オ

イ
ツ

カ
ス

ノ
り
シ
グ
メ
ル

ノ
リ
シ
ヅ
メ
ル

捕
洩

詑
著
舟

舟不
相
接

盤
沈

沈
裂

フ

子
ノ
そ
り
ヲ
ツ
メ
ル

フ

予
ノ
そ
リ
ヲ
ト
ム
ル

イ
カ
リ
キ
レ
ル

イ
カ
り
ヲ
ア
ゲ
ル

イ
カ
P
ヲ
ア
グ
ル

捻
縫

茄
舷

灯
断

起
訂

護碇

イ
カ
リ
ヲ
オ
ロ
ス

コ
ギ
モ
ド
ス

コ
ギ
モ
ド
ス

フ

子
ヲ
コ
グ

シ
ユ
ツ
セ
ン

シ
ユ
ツ
セ
ン

下
碇

回
樟

廻
紬

刺
松

開
船

護
松

ド
ヲ
オ
ロ
ス

ム
シ
ロ
ヲ
ナ
ゲ
テ
ウ
グ
ヲ
フ
セ
グ

格
櫓

落
帆

櫛
薦
禦
旋

一
方 、
『
名
物』
人事
袋五
の
行
郵
報
旅
門の
中に
も
舟に
関
係
する
語が

十四
語み
ら
れ 、
こ
の
中に
「
開
舵」
「
下
碇」
が
ある。
「下
碇」
に
は
傍

訓が
な
く
「見子
器
財
議」
の
註
記の
みが
ある。
「
開
般」
の
ほ
うは
出
典

が
異なっ
てい
る。
器
財
譲は
『
大
学
街
義
補』 、
人
事
築の
ほ
うは
『
星一
撞

勝
覧』
で
ある。
つ
ま
り 、
「下
碇」
は
すで
に
器
財
議に
収
載して
あるこ

と
を
認
識し
た
うえで 、
つ
ぎに
刊
行し
た
人事
議に
意識
的に
重
出し
たこ

とが
明らかで
ある。
しか
し
「
開
舵」
の
ほ
うは
重
出を
意識してい
たの

か
苔か 、
してい
た
と
すればな
ぜ
そのこ
と
を
註
記し
なかっ
たの
か 、
な

どが
明らかで
は
ない 。
さ
きに
掲げた
「必盤(」
も
同
様に
司
名
物六
帖』

で
は
器
財
議と
人事
譲とに
重
出し 、
こ
ち
らは
傍訓・
出
血ハと
もに
異なっ

てい
る。O
制
脳内

〈周回明誠
東
/山
乃
|道
筋

(
器
財
議
車
輿橋
監門ニ
ロオ)

O
必ニ
蛇

〈四閣千i擦
鞍不
忘
講
道〉(
人事
一議鰭勢
作用門四ロウ)

こ
の
よ
うに
『
名
物六
帖』
と
可
応
氏六
帖』
とで
所
属
議が
呉なる
場
合

が
あるこ
と 、
また
『
名
物中ハ
帖』
内部に
意識
的で
は
ない
と
み
られる
重

出項目が
あるこ
とは 、
東
漣
自
身の
中に 、
あるい
は
『
名
物六
帖』
編纂

に
た
ずさ
わ
る
人々
の
中に
判断の
ゆれが
あっ
たこ
と
を
示
す
もの
と
考え

るこ
とが
で
きる。
『応
氏六
帖』
・

『
名
物中ハ
帖』
の
項目と
所
属
議につ

い
て
は 、
収
載さ
れた
語の
性
格を
も
あわせ
て
考えてい
か
な
ければな
ら

ない
開
題で
あろ
う 。

とこ
ろで 、
前
稿で
もふ
れたが
『
応
氏六
帖』
増
補本
系の
長
調停本・
黒

川
本は
器
府
議の
後に
人事
襲を
重
出する。
両
本と
もに
第一一一
帖
人事
議に

一
00
0
項弱の
語を
有してい
るが 、
こ
の
第六
帖器
用
筆の
後に
も
「人

事
議」
として
七
O
O
項以
上の
語を
収
載する。
巻頭の
目
録に
はこ
の
第

二の
人事
議を
掲げてい
ない 。
他の
諾
本の
中に 、
こ
の
先が
けと
なるよ

キ
ヤ
ウ
グ
ウ

うな
状
況の
み
ら
れる
もの
が
ある。
器
用
筆
「遺
仏」
の
上
に
「人
事」

ギ
ヤ
ウ
ド
ウ

と
註
記し
た
伝
本が
存在
するの
で
ある。
神
宮
本と
多
和本とは
「
遺
併」

と
次
行の
「数
珠」
と
を
結ぶ
形で二
重の
盟みの
よ
うな
もの
を
搭き 、
そ

の
中に
「人
事」
と
記す 。
早
大本は
囲みの
ない
「人
事」
の
文
字の
み 、

山田
本は
四
角間みの
「
人
事」
で
ある。
静
嘉堂
本に
はこ
の
項目が
存し

ない 。
清
水
本・
無
窮
会本・
長津
本・
黒川
本に
は「
人
事」
註
記は
ない 。

た
だし 、
一出火
津本・
黒川
本で
は
先
述の
第ニ
人事
筆に
「遺
仏」
が
重
出す

る。
こ
の
「人
事」
註
記が
どの
よ
うな
意
図を
もっ
て
付さ
れたの
か
は
明

らかで
は
ない
が 、
さ
きほ
ど
みた
よ
うな

判
断の
ゆれがかか
わっ
てい
る

の
で
は
ない
だ
ろ
うか 。

器
財
築・
器
用
議と
人
事
議との
近さの
問問
題は

吋
応
氏六
帖』
と
『
名
物六
帖』
との
比
較を
超えて
考え
な
け
れば
な
らな

い
が 、
つ
い
で
にこ
こ
に
記し 、
今
後の
課題とし
たい 。
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盟
『
名
物
六
帖
』

各
議
が
下
位
分
類
を
設
け
た
こ
と

『
応
氏六
帖』
と
『
名
物六
帖』
との
構
成の
異な
りは 、

先
述の
「
議」

のレベ
ル
だ
けで
は
な
く、
さ
らに
その
下
位の
組
織に
まで
及んでい
る。

器
財
議は一
か
ら五
の
五
分
冊に
なっ
て
お
り 、

そ
れ
ぞ
れが
九
1十二

の
門

に
わか
た
れ 、
四
字の
標題に
よっ
て
内容が
示さ
れてい
る。
例として
器

財
袋一
を
掲げる。

器
財
議〈
凡十一
門〉

供
御
儀物

文
史
巻
峡

印
章
符
牌

筆
研紙墨

弓考
火砲

刀
槍文
ヱオ

旋
旗
鼓
吹

鞍
轡鞭
報

開T
曹予
櫓

凡百
武
備

刑
獄器
械

中
村
幸彦氏の
調
査に
よ
れば 、
東躍の
『
名
物六
帖』
自
筆農本の
初
案

におい
て
すで
にこ
の
よ
うな

分類排列の
努力が
み
られる
とい
うこ
とで

あり 、
初
案で
は六
十五
あっ
た
器
財
築の
門は
刊
本で
は五
十四に
なっ
て

い
る
とのこ
とで
ある。
そして
吋
名
物六
帖』
で
は 、
間一
の
語を
内容に

よっ
て
他の
門に
重
出する
場
合に
は
原知として
そのこ
と
を
明示
する。

た
と
えば
器
財
袋五
の
護
祇縄
索
門に
はつ
ぎの
よ
うに
ある。

(
前
略)
/
O
一明
鉱〈
見弓
湾
/火
肱)
門〉
O
封
勝ロ
〈
見付制
竹
/鐘

鼓
門〉
O
陀チ
露
。
間
新
/〈
見
鎖
錦
/侃
臨
門〉
O
M、
新
〈
見
間

関
/嫁童
門〉
O火石
袋〈
見燈
燭
/矩縫
門〉

(五幻ウ
imオ)

おに
掲げた
そ
れ
ぞれの
語が
〈
見:・・:
門〉
として
註に
示さ
れた
門に

掲
出さ
れてい
るの
で
ある。

o
hZル

命潮/相場

(
弓
湾火
砲
門一
幻オ)

命問問問/魁武宗
/疾
倍。一成
才
人

指i/泣日
請以
就結〉

(
総竹
鐘鼓
門二一
3ウ)

ニホヒプクロ

。
香
袋
〈
見
/上〉
(
直
前の
「
藤
勝」
の
註
文の
中に
〈
猶
今
之

香
袋〉
と
ある)

(
鎖
鏑侃墜
門一一一
部オ)

ンチヤク
キンチヤク
キンチヤク

O机
束
。荷
護
O
錦
褒〈
共
見/上〉(
直
前の
「荷
包」
の
註
文の

中にい
ずれ
も
見えて
い
る)

(
鎖
繍鍬
繋
門三
部ウ)

O
灼
お
鉱

〈閑側関働協容/宗
朝
制武
官五
/品巴上
帯七
事貼践
匝

倣刀刀
子
/謄石
契芯
真
歳欧
針筒

illl也〉(
燈
燭矩縫
門四引オ)

た
だ
し
「照
袋」
は
閏
閤
嫁
輩
門に
み
え
ない 。
こ
の
よ
うに

註
記さ
れ

てい
る
簡所に
その
語が
見出せ
ない
もの
は
器
財
築中に
は
他に
「
釦
僻

〈
見盃
椀
/七
箸門〉」
が
あるだ
けで
むし
ろ
部
外といっ
て
よい 。

『
名
物六
帖』
に
は
右に
あ
げた
よ
うな 、
すで
に
掲
出してい
る
項目(そ

れは
必
ずし
も
前に
ある
とは
限ら
ず
後に
ある
場
合も
ある)
の
重
出の
ほ

かに 、
註の
引
用
文の
中か
ら
項目を
設
けた
場
合の
註記もみ
られる。
直

前の
引
用か
ら
独
立
し
た
項
目
を
設
け
る
場
合
は
右の
「
J酌
蛇」
・

「

机
束・
荷
郵・
錦
蛇」
の
よ
うに
「見上い
と
註
記
する。
さ
らに
異な

る
門に
わた
る
場
合に
は
た
と
えばつ
ぎの
よ
うに

示
す 。

ァヵ、予ノタウコ

O銅造
水
火
趨〈
註
見茶
駕沼
/油
門提
櫨下〉(鼎
鎗釜
甑
門間おウ)

司名
物』
器
財
一議四の
茶
義組
油
門の
「
挺
艇い
の
註の
中に
は
「〈
内用

銅造
水
火
櫨〉」
と
あっ
てこ
れに
対
応して
い
る
(た
だ
し
註の
ほ
うは

返

り
点に
よ
れば
「内ニ
鍋ヲ
用テ
水
火
蟻ヲ
造ル」
と
読むよ
うで
ある) 。

こ
の
よ
うに
『
名
物六
帖』
で
は
語を
掲
出するに
探して 、
少くと
も
議

の
中で
は
細かい
注
意をは
らい 、
重
出など
を
示
す
努力をしてい
る。
こ

れはい
うな
らば
『
名
物六
帖』
が
公
刊を
前提として
不
特定
多
数の
人々

に
「使わ
れるい
ため
に
整
え
ら
れたの
だ
と
考えるこ
とが
で
きる。
「
議

の
中で
は」
とい
う
限定を
付しの
た
は 、
議を
超える
場
合に
は
状
況が
異
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なっ
て
くるか
らで
ある。
た
と
えば「
臨ッ
舵〈
共
見上
O又
/詳宮室
築〉」

(五
金
製造
門五加
オ)
は
官
室
箪に
は
み
え
ない
し 、
立で
ふ
れた
器
財
議

と
人
事
筆との
重
出に
も
註
記が
み
ら
れ
ない
「坐
輿」
「
開
舵」
の
よ
うな

例
も
ある。
こ
れ
らは 、
数
次に
わ
たっ
て
議ご
と
に
出
版さ
れた
とい
う

『名
物六
帖』
の
成立
事情とかか
わっ
て
くる
問題だ
と
考え
られる。

こ
れに
対して
『
応
氏六
粘』
は
重
出などに
関して
ほ
とん
ど
注
意をは

らっ
てい
ない 。
清水
本で
例を
掲げる
とつ
ぎの
よ
うで
ある。

発煩〈
武
備志〉(下おウ)

発
煩〈
武
備志
銅
iil〉(下部ウ)

茶盆
(下M
ウ)

チ4イレ
茶盆
〈
居
家
ii〉(下部

オ)

釦器
〈
後漢議一日〉(
下幻オ)

キンパギンノアグリン

釦
器
〈
後漢閉鎖
患
后
紀住
釦
音口
以金
銀
綾器也〉
(下記オ)

こ
れ
らは
何の
註
記もな
く重
出し 、
しか
も
傍訓が
異なる
もの
まで
あ

る。
伝
本に
よっ
て
は
重
複に
気
付き 、
註を
統
合して一
項に
ま
とめ
る
も

の
もみ
られるが 、
ほ
とん
どは
その
ま
ま
う
けつ
が
れる。
さ
らに
伝
本に

よっ
て
は
独
自に
増補し
た
項目の
中に 、
すで
に
掲
載さ
れてい
る
語が
含

ま
れてい
るこ
とが
ある。
た
と
えば
静
嘉堂
本は
器
用
筆の
最
後に
他本に

は
み
られ
ない
四
十七
項目を
載せ
て
お
り 、

独
自に
増
補し
た
もの
と
考え

一フゴケ

チ
ヤ
キン

られる。
こ
の
中の
「
績桶・
牛努
砦・
拭謹巾い
は
すで
に
器
用
筆の
前の

ほ
うに
あっ
て
重
複してい
る。
また 、
山
田
本・
無
窮会本に
は
「身申」

が
重
出するが 、
他の
八
本に
は一
つ
しか
ない 。
こ
の
場
合 、
一
っ
とニっ

と
ど
ち
らの
状
態が
先か
を
判断
するこ
とは
む
ずか
しい
が 、
い
ずれ
も重

出につ
い
て
の
註
記は
ない 。
吋
応
氏六
帖』
は 、
個
人の
手
控えに
と
ど
ま

っ
てい
る
とい
うべ
きで
あろ
う 。

『応氏六
帖』
諸本の
関聯をみてい
くと 、
『
応
氏六
帖』
全
体が
項目を

増
補する
方向に
動い
てい
るこ
とは
明らかで
ある。
また
『
名
物六
帖』

も
器
防
護だ
けで
五
千以
上の
項目を
有する
まで
に
なっ
てい
る。
し
か
し

先
述の
よ
うに
両
者に
は一
致し
ない
項
目
も
多い 。
可
応
氏六
帖』
の
場
合

に
は
項白を
整
理し
た
り

排列を
考えた
りとい
うこ
とよ
り
も 、
い
ろい
ろ

な
語を
加えるこ
との
ほ
うに
力が
注が
れてい
るよ
うで
ある。
唯一
の
例

外は
早大本で 、
い
くつ
かの
議に
おい
て
意
義
分類に
もとづ
い
て
排列を

改変し
よ
うとい
う

姿勢が
み
える。
しか
し
その
方向は
『
名
物六
帖』
と

は
異なっ
てい
るし 、
また
完壁で
もない 。

こ
れに
対して
『
名
物六
帖』
は
議の
下
位
分類と
して
門を
設
けたこ
と

に
よ
り 、
もち
ろん
門に
よっ
て
項
自の
多
少は
ある
もの
の 、
議全
体を
見

渡し
なが
らの
増
補が
可能に
なっ
た 。
震
出の
註
記と
同
様 、
出
版の
ため

に
体
裁を
との
える
とい
う
目
的
も
あっ
たの
で
あろ
うが 、
『
応
氏六
帖』

に
はほ
とん
ど
収
載さ
れない
分野の
語が
『
名
物六
帖』
に
は
掲
出さ
れる

こ
とに
なっ
た 。
司
名
物六
帖』
で
は
人口問
筆の
は
じめ
に
は
帝室
戚
里
門が 、

宮
室一
議の
は
じめ
に
は
宮殿
蓋
省門が 、
器
財
築の
は
じめ
に
は
供
御
儀物
門

が 、
人事
議の
は
じめ
に
は
震
極動
静門が
そ
れ
ぞれ
寵か
れて
お
り 、

帝室

関
係の
語を
議の
は
じめ
に
置こ
うとい
う
意
閣が
明らかで
ある。
とこ
ろ

が
そこ
に
収め
られてい
る
語は
大
部分『
応
氏六
帖』
に
は
掲
載さ
れてい

ない
語なの
で
ある。
右に
掲げた
四つ
の
門全
体で
『
{泌氏六
帖』
に
み
え

ゲパフダパ

ゲ、

る
の
は
「
下
馬牌
坊」
(『
応
氏』
宮
室
襲 。
見
出し
語は
「
下
馬牌」)・「

御
溝」
(『
応
氏』
地
理
議で
は
「
御
溝」
た
だ
し
出
血〈が
異な
る)
の
二
語

だ
けで
ある。
つ
ま
りこ

れ
らの
分野の
語は
『応氏六
帖』
の
段
階で
は
東

涯の
蒐
集の
範
囲に
入っ
てい
なかっ
た
とい
うこ
と
に
な
る。
『
名
物』
器

財
議に
限れば
他に
は
旋
旗
鼓
吹門・
刑
獄
器
械門・
遊女
葬祭杷門・
枕
輩菌

7 



祷門が
『
応
氏六
帖』
に
はい
ずれ
も一
i一一

項しか
収
載さ
れてい
ない 。

一
方 、
文一房
雅
貰門(
四
十四
項) 、
弓
湾
火
砲
門(一一一
十
九
項) 、
題厨
家
什

門
(三
十二
項)
は
『
応
氏六
帖』
に
も一
致する
項目が
多
く
((
)
内

が一
致
する
項
目
数) 、
早
くか
ら
蒐
集さ
れてい
た
分
野で
あるこ
とが
わ

か
る。WH

『
名
物
六
帖
』

の
語
の
蒐
集
の
鰻
向

さ
らに 、
増
補・
蒐
集さ
れた
語をめ
ぐっ
て 、
『
名
物六
帖』
に
関して

い
くつ
かの
傾向を
指
摘するこ
とがで
きる。

第一
に 、
すで
に
ある
一誌の
註の
引用
文中に
み
られる
語を
独立させ一

項として
掲
出する
とい
うこ
とで
ある。
さ
きに
盟
に
おい
て
項尽を
重
出

する
場
合につ
い
て
述べ
た
が 、
「
見上」 、
「註
見:
・

下」
な
どの
註
記を

もっ
項
思が
そ
れに
あた
る。
『
名
物』
器
財
議の
中にこ
の
よ
うな

註
記を

もっ
項目は
四
九三
あり 、
約一
一割に
あた
る。
もち
ろん
問じ
文
献か
ら
語

を
蒐
集するこ
とは
多
く、
そ
れをつ
づ
けて
掲
載する
場
合に
は
「
向上」

とい
う

形で
そ
れを
示
す 。
「
見上」・「
註見::・
下」
「
見前」
などの
註
記

は 、
見
方を
変え
れば
註の
重
出を
避けた
とい
う

逆の
考え
方
もで
きる。

しか
し 、
ヨ応氏六
帖』
と
比
較し
た
と
き 、
『
名
物六
帖』
のこ
れ
らの
項目

は
引
用
文の
中か
ら
独立させ
た 、
と
考え
られるの
で
ある。

『
応
氏六
帖』
の
中で
も
伝
本に
よっ
て
註の
引
用
文の
ゅの
語を
見出し

(8)

 

語
桔当の
大
字で
書く
場
合が
あるこ
とにつ
い
て
は
すで
に
指
摘し
た 。
た

だ 、
その
扱い
は
伝
本に
よっ
て
異なっ
て
お
り 、
『
応
氏六
帖』
全
体と
し

て
は
ゆ
れて
い
る
とい
う
状
態で
ある。
『
名
物六
帖』
の
場
合に
は
引
用
文

中の
語をと
りだし 、

項
目として
独立さ・せ
よ
うとい
う

姿勢が
明らか
に

よ
み
と
れる。
そ
れは
た
と
えば
『
郷
談正
音b
に
出
典を
もっ
語の
両
者の

扱い
の
異な
りに

顕
著
で
ある。
『
名
物』
器
財
譲二
工
陛
利用
門か
ら一一
笛

所例を
挙げる。

。

ォ鞍/
ル

命/ι場
O
即時ヵ
万
台
/
場

。
鉱
都
命
/
場
O
樹齢即
O
鉱
軍
合
/
場

一
方の
『応
氏六
帖』
で
はい
ずれ
も器
用
築につ
ぎの
よ
うに
ある。

機
桶
万〈

郷|||正
橋
万〉

鋸
屑〈
郷

(二
泊オ)

(二
羽オ)

鋸棒

鋸
雪〉

こ
の
よ
うに
『
郷
談正
音』
に
出
典を
もっ
語を
掲
出
する
場
合 、
『
応
氏

六
帖』
で
は
その
中の一
一語を
掲げるの
が
基本の
形で
ある。
その
場
合 、

「郷
談」
を
と
るか
「正点闘い
を
と
るか
は
決まっ
てい
ない 。
右の
例で
も

「機
桶刀」
は
郷
談を
と
り
「
鋸
屑」
は
正
音を
とっ
てい
る。
そ
れに
対し

て『名
物六
帖』は
そ
れ
ぞ
れを
大
字で
記し 、
見出し
語相
当としてい
る。

なお
『
名
物六
帖』
に
お
ける
『
郷談正
音』
の
扱い
は
築に
よっ
て
異なっ

て
お
り 、
こ
れにつ
い
て
は
後
述する。

さて 、
増
補・
蒐
集さ
れた
語をめ
ぐっ
ての
第一一
の
傾向で
ある。
第一

の
傾
向と
もか
か
わっ
て
い
る
と
考え
ら
れる
が 、
『
名
物中ハ
帖』
の
場
合 、

閉じ
意味合}
もつ
異
表
記の
語の
蒐
集に
力が
注が
れてい
るよ
うで
ある。

た
と
えば
「イカ
ノ
ボ
リい
とい
う
傍刊酬を
付さ
れた
語は
『
応氏』
器
用
築

に
は
問
項あっ
て 、
『
応
氏六
帖』
の
同
訓
語として
は
多い
ほ
うで
ある。

紙
鳶〈
類愛一開
放
風
等
紙
鵠
紙
鳶
/事
物紀

原ii俗
謂
之風
等〉

八
角紙
鶴〈
康諮

史lil--号
春
戸倉
又
風瓦
風
騰〉

風
禽〈名
物法骨一口
lili--!日

紙
鵠
紙
鳶〉

紙
条

『
名
物』
器
財
筆で
はつ
ぎの
よ
うで
ある。
註は
出
典の
み
を
記して
お

ノ丸、

8 



『応氏六帖J と 『名 物六帖』

O
風鳶
唐審問
税傍

O風
等
詞
満開録

。一義
克
劉伺
帝城景
物略

。風
禽
名
物法丑一口

O紙
鵠
O紙
鳶
共見上

O鵠
子
腰妹由
筆

O
総ノ
鯨
類書
籍要

O
M八

宵紙が
慶
諮史

。

釈蕗新
O
風ノ
お
O
臨ノ
膨
共
見上

O

飛MWW蜘
五
率
韻瑞

。放
風軒郷談
O
放紙
嘉正
音

臼オ
1ウ)

吋応氏六
帖』
で
は
引
用
文中に
あっ
た
語を
『
名
物六
帖』
で
は

やは
り

独立した
項混と
して
掲
出するとと
もに 、
さ
らに
「閣内
鳶・
寵
児・
鶴子

・
飛
紙鴎」
などの
項目を
加えてい
る 。
もうひ
とつ
『
応氏六
帖』
に
四

につ
い
て
み
る 。
竺泌
氏六
帖』
で
はつ
ぎの
よ
う

項み
られる
ア
フ

で
ある 。撒扇〈又

摺墨扇
/賢突
編〉

摺畳扇阪商船〈
都三
省一広
||今摺畳蔚

鍬於腰
間
/故B

illi--O通監
注〉

ギ

アフキ

東
頭扇

摺扇

0000ゑ
撒:措ア東ア 腰:Tg扇よ最フ頭フ扇よ 話E首キ扇キ 』

連 は
学や片 は
ま己 り

出
典の
み
を
記してお
く

都氏
鴻索開(
按文あり)

賢突
編

見上

。摺扇
通
雅

O緊扇
同上

O
揚 一廓
向上
(按文あり)
O折購

。摺畳
紙一扇
子
水
論傍

(扇筆
帯梯門五ロォ
inオ)

『名
物六
帖』
で
はこ
の
他
「一局」
とい
う

左
右両
訓の
例がみ
える 。

『
応
氏』
器
用
議で
は
出
典も
註
記も
な
く
見
出し
語に
傍
訓を
付した
だ

けの
「
摺畳
一扇一・
緊
頭一周一・
摺一扇」
が 、
吋
名
物』
器
財
議で
は
註を
整
えた

う
え 、
さ
らに
語を
加えて
ある 。

向上

V
『
名
物
六
帖
』

に
お
け
る
吋
郷
談
正
音』

さ
きほ
どふ
れた
『
郷談正
音』
と
『
応氏六
帖』・『名
物六
帖』
との
か

か
わり
につ
い
て
考えて
お
きたい 。
『
郷
談正立回』
につ
い
て
は
すで
に
花

房
英
樹氏に
言
及が
あり、

経部
小
翠類に
趨する
「
郷談正
音い
は、
こ
の
六
帖の
凡ゆる
築門に

一B一っ
て
頻繁に
引用される 。
その
六
百
田に
及
ぶ
引用文を
蒐集する

と 、
そこ
に
演史話本に
特有な
諾
棄の
字書が
現は
れる 。

と
さ
れる 。
また 、
京大
図
書
館に
写
本
残
巻が
存する
由で
ある 。
吋
名

物』
器
財
体郊の
輪桶の
項につ
ぎの
よ
うに
ある 。

0
院百冊

〈欄幽il間/国韓
日纏

の盛/郷談正
音不
著撰人名逐
件標

郷談又
註正
音
像徴此〉

天理
図書
館には、
東濃の
勉強の
手
控えと
もい
うべ
き
『紀開小
牒』

二一
十
冊(うち一
冊欠)
が
蔵せ
られてい
る 。
その
第九
閣は
「
訓
詰名
物

志〈
小
繍第九巻〉」
とい
う題

築を
もっ 。
こ
の
中に
八
丁に
わたっ
て『郷

談正
音』
か
らまと
めて
語をぬ
き
出した
部
分が
ある 。
一語数に
して
約七

瓦
O
語が
収め
られてい
る 。
こ
の
『
紀開小
臆』
第
九巻は
巻末に
「一元
稔

九
載歳旅丙
子月
正
装釘
藤長胤
蔵
童唾
と
あっ
て
元
緑九年(
二ハ
九

9 



六)
か
ら
書
き
始め
られ 、
さ
らに
「一克
稔
笑
末之
歳九月
望
平
安
伊藤長
胤

原蔵
記」
と
ある
識
語に
よっ
て 、
元
禄
十六
年まで
書
きつ
が
れてい
たこ

とが
わか
る。
さ
らに 、
『
郷
談正
音』
の
ぬ
き
書
きの
末
尾に
は
「右
郷
談

正
音〈
乙
酉正
月
善
朗校〉」
と
ある。
議同部と
は
東
援の
子の
東
所のこ
と

で
あり 、
乙
商は
明
和二
年(一
七六
五)
と
考え
られる。
元
禄九
年か
ら

考え
れば
実に
七
十
年も
調っ
て 、
手が
加え
られてい
るこ
とに
なる。
明

和一一
年とい
えば
宏明
物六
帖』
器
財
筆・
人品
箪までの
刊
行が
進んでい

る
段
階で
ある。

さ
きに
みた吋
名
物』
器
財
議にお
ける『
郷談正
音』
の
引
用形
式は吋
紀

開
小
臆』
の
そ
れに
近い 。
先ほ
どの
例で
み
る
と 、

。
機
桶
万郷桶刀正

。
鋸
棒郷鋸
屑o
鋸
雪正

の
よ
うに
なっ
て
お
り 、

一
部の
例
外は
ある
もの
の
ふ人
字で
記し
た
語に

「
郷」
「正い
あるい
は
「通・
通立去
を
小
字で
註記する
とい
う

形
式をと

る。
当
然
吋
紀
罰
小
臆』
が
先
行
するの
で
あるか
ら 、
吋
名
物』
器
財
議は

『
紀聞
小
崎習
の
引
用
形
式を
さ
らに
整
理・
徹
底させ
た
もの
とい
うこ
と

がで
きる。
とこ
ろが
『
名
物六
粘』
の
中で
も器
財
築以
外の
筆に
なる
と

様
子が
変わっ
て
くるの
で
ある。
器
財
筆の
中に
も
実は
例
外がニ
箇所あ

る。
。
黙
抱

〈繍魁茶盤

/四国||〉

(四ロウ)

O
都
府和

〈開園iiO/回国会川〉

(玉川叩ウ)

こ
れは
吋
応
氏六
帖b
にお
ける
吋
郷
談正
音』
の
引
用形
式に
よ
く
似て

い
る。
『
名
物』
器
財
壊で
は
約二
五
O
語の
『
郷
談正
音』
か
らの
立
項の

うち
右の
二
項の
みが
例
外で
あるか
ら 、
器
財
議で
は
統一
さ
れてい
る
と

いっ
て
よい
で
あろ
う 。

『
名
物六
帖』
の
中で
器
財
譲につ
い
で
刊
行さ
れたの
は
人
品
筆で
ある

が 、
こ
こ
に
は
器
財
体調の
形
式の
ほか
につ
ぎの
よ
うな

形が
み
られる。

。
舵
見

〈繍側出品郷田

/||正
日
駕宮沢〉
(
舟
事輿馬
門一一一
1ウ)

O
舵
お
〈

繍隣国国郷日

/li正
日〉
O
W
膨〈
見
/上〉

(
出力車輿馬
門一一一
1ウ)

書
名と
引
用を
掲げる
とい
う『
名
物六
帖』の
註の
形
式か
ら
考えれば 、

むし
ろこ
の
「船
長」
「
船
主」
に
み
られる
形の
ほ
うが
他の
出
典とのつ

り
あい
は
と
れる。
器
財
議の
よ
うな

形
式の
ほ
うが
変則
的なの
で
ある。

刊
本
『
名
物六
帖』
の
すべ
ての
築に
『
郷談正
音』
に
出血〈を
もっ
語は
み

られるが 、
その
引用形
式は
地
理
築上 、
人口叩
筆一一一
i玉 、

宮
室
議上・
下

の
各
議で
揺れてい
る。
なお 、
人
事
築は一
i五

の
五
巻で
あるが 、
『
郷

カハリ
タイサン子ン
サン子ンキ

談正
音』
か
らの
引
用は
「
佐
軒
季・
小
祥・
倣一二
季・
大
祥い

(
家護士一口凶
門五3ウ)

の
四
一語だ
けで
ある。
こ
れは
『
郷談正
音』
の
内務と
もか
か
わっ
て
くる

こ
とで
あるが 、
い
ずれに
して
も
司
郷談正
音』
がこ
の
よ
うな
状
態で
刊

本
明
名
物六
帖』
の
各
議に
引か
れてい
るこ
とか
ら
『
郷談正
音』
の
影
響

の
大きさ
と 、
他の
引
用
書
目とは
異なる
位置づ
けを
考えな
ければな
ら

ない
と
思う 。

10 

方の
『
応
氏六
帖』
は 、
東涯
自身が
『紀聞
小
騎』
の
中で
阜
くか
ら

とっ
てい
たこ
の
『
郷談正
音』
引用の
形
式を
受けつ
い
でい
ない 。
しか

し
他の
引
用
書
目との
髄
障は
ない
の
で
ある。
『
名
物』
器
財
譲は
東
躍の

生
前に
刊
行さ
れた
唯一
の
議で
ある。
その
『
郷談正
音』
の
引
用形
式は

東涯自
身によっ
て
統一
さ
れたの
で
は
ない
だ
ろ
うか 。

『紀聞
小
膿』
の
『
郷
談正
音』
は 、
「天
文・
時
令」
な
どの
意
味
分類の

もとに
語を
掲げる。
お
そ
ら
く
原本の
部門ご
とに
語をぬ
き
出し
た
結
果



なの
で
あろ
う 。
そ
れに
よ
る
と
『
郷談正
音』
はつ
ぎの
よ
うな
構成に
な

っ
てい
たこ
とが
うか
が
える。

上
巻
il天

文

下
巻
11宮室

珍 身宝 体

草
木

，鳥獣
魚虫

時
令
地
理

衣 人
服 物

器
用
飲
観

お

わ

り

f応氏六帖J と 『名物六粕』

『
応
氏六
帖』
と
『
名
物六
帖』
と
は 、
東
濫の
語
蒐
集の
意
闘を
契
機と

して
成立し
た 。
個々
の
項目を
比
較する
と 、
両
者に
共
通する
もの
も
多

い 。
しか
しこ
の
両
者の
道はお
そ
ら
く
非
常に
早い
時
期に
分か
れ 、
つ
い

に
交わるこ
とは
なかっ
た 。

『
名
物六
帖』
は
公
刊を
前
提と
して
使わ
れる
ための
語
集
集と
して
手

を
加え
られていっ
た 。
本
稿は
その
内容を
司
応
氏六
帖』
と
対比させっ

つ
検討して
きたの
で
あるが 、
ま
ず
儲識を
十二一
に
分かっ
た 。
そして
議の

下に
門を
設
けた 。
こ
れによ
り 、

バ
ランス
をと
りなが
ら
語を
増
補する

こ
とが
可能に
なっ
た 。
さ
らに 、
出
典をふ
やして
新しい
項目を
加える

こ
とは
もち
ろんで
あるが 、
引
用
文
中の
関
連
語を
独立
項包とし 、
必
要

に
応 守して
他の
門に
も
重
出させ 、
そ
の
旨
を
注
記し
た 。
『
名
物』
器
財
譲

は
東濯を
中心としてこ
の
よ
うな
作
業が
撤底して
行なわ
れたよ
うで
あ

る。
しか
し
他の
筆に
は
不
統一
が
み
られるこ
と
も
明らか
に
なっ
た 。

一
方の
『
応氏六
帖』
は 、
増
補本に
なる
とか
な
りの

語を
加え
られる

が 、
結
局個
人的な
手
控えの
域を
脱し
えなかっ
た 。
こ
れは 、
前
項で
明

らか
に
し
たこ
と
と
もつ
ながっ
て
くる。
『
応
託六
帖』
は 、
お
そ
ら
く
東

涯の
初期の
故
き
書
きが
「ひ
と
り

歩き」
し
たの
で
は
ない
だ
ろ
うか 。
し

か
し 、
少くと
も
『
応氏六
帖』
の
側か
らは
『
名
物六
帖』
を
充
分に
意識

してい
たで
あろ
うに
もかか
わ
らず 、
向者の
内容上に
直
接の
影
響関係

を
見出すこ
とは
む
ずか
しい 。

今
後は
さ
らに
両
者の
か
か
わ
りを

考えてい
くと
と
もに 、
『
名
物六
帖』

・
ヨ泌氏六
帖』
そ
れ
ぞれの
内部の
検討も必
要で
ある
と
考える。

註

1

『
名
物
六
帖』

は
昭
和
五
十
四
年
に
朋
友
雲
脂
か
ら
影
印
刊
行
さ
れ
て
い
る 。

底
本

は
平
阿
武
夫
氏
蔵
本
に
未
務
部
分
を
天
理
図
書
館
蔵
の
稿
本
に
よ
っ
て
補
う 。

天
理

図
書
館
複
製
第
四叫
号 。
『
応
氏ムハ
帖』

は
昭
和
四
十
八
年
に
汲
古
書
院
か
ら
影
印
刊
行

さ
れ
て
い
る 。

底
本
は
長
調停
規
矩
也
氏
蔵
本 。

唐
話
辞
畜
類
祭
第
十
二
集 。

2

拙
稿
「『
応
氏
六
帖』

の
資
料
性」
吋
文
化
女
子
大
学
研
究
紀
要』

第
お
集
(
一

九

九
二
年
一

月)

3

十
本
の
書
誌
的
関
聯
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
応
氏
六
帖
の
誇
本」
司
辻
村
敏
樹
教
授
古

稀
記
念

日
本
謡
史
の
諸
照
題』
(
笠
間
書
院

一

九
九
二
年
三
月)

参
照 。

4

花一
男
英
樹
氏
「
名
物
六
帖
の
引
用
書
籍
に
就
い
て
」
『
東
方
学
報』

凶
(
昭
和一一
十

三
年
九
月)

5

以
下 、

引
用
に
際
し
て
〈

〉

内
は
原
文
が
細
字
双
行
で
あ
る
こ
と
を 、

/
は
改

行
を
示
す 。

6

註
3

掲
出
論
文
参
照 。

7

中
村
幸
彦
氏
「
名
物
六
粘
の
成
立
と
刊
行」
『
ピ
ブ
リ
ア
』

口

述
集
に
収
録 。

8

註
3

掲
出
論
文
参
照 。

註
4

掲
出
論
文
参
照 。

II 

後
に
中
村
幸
彦
著

9 


	page-0036
	page-0035
	page-0034
	page-0033
	page-0032
	page-0031
	page-0030
	page-0029
	page-0028
	page-0027
	page-0026

